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概要
• 2022年に発表されたLM シーケンシャル エヴォは、MB&Fの
20番目のキャリバーであり、初のクロノグラフでした。この製品は、大
きな技術革新と「ツインバーター」バイナリスイッチによる画期的な計
測モードの組み合わせ（独立計測モード、スプリットセコンドモード、積
算計測モード、ラップモード）を特徴とし、時計製造界で最も権威ある
ジュネーブ ウォッチ グランプリ最優秀賞「エギュイユ・ドール」を受賞
しました。
• 新しいフライバック エディションは、前作のエヴォからさらに進
化しています。モーターレースに関係する従来の計測モードに加えて、
本来パイロットのために考案されたフライバック機能が追加され、シー
ケンシャルを空の世界へと導いています。
• スカイブルーの文字盤プレートを備える新しいフライバック エデ
ィションは、よりクラシックなレガシー・マシンのスタイルを採用。ねじ
込み式ラグとホワイトラッカー仕上げの文字盤（傾斜した時分文字盤
を含む）のプラチナケースに収められ、レザーストラップを備えます。
• シーケンシャルおよびシーケンシャル フライバックのムーブメン
トのデザインと開発は、数々の賞を受賞したLM パーペチュアルを
MB&Fのためにクリエートしたステファン・マクドネルが手がけました。

2022年、MB&Fは、計測の世界にさまざまな可能性を開くツインクロノ
グラフを搭載したレガシー・マシン シーケンシャル エヴォを発表しまし
た。この画期的なクロノグラフは、これまでのクロノグラフの概念を見直
してコレクターの心を掴み、同年に誰もが切望するジュネーブ ウォッ
チ グランプリ最優秀賞「エギュイユ・ドール」を受賞しました。

LM シーケンシャル エヴォは、MB&Fの黎明期からともに歩んできたフ
レンズの1人であり、2015年のLM パーペチュアルも手がけたステファ
ン・マクドネルがクリエートしたもの。それまでなぜ存在しなかったのか、
不思議に思うほど便利な時計の1つでした。複数の計測モードを使用す
ると、あらゆるものを計測することができます。2人の競技者の同時計測
やトラック1周ごとの連続ラップタイム、さらにはオーブンに入れた2種類
の料理の調理時間に至るまで、非常に実用的な使い方ができるのです。

けれども、LM シーケンシャル エヴォはさらにセンセーショナルな時計
となるはずでした。ステファンとMB&Fがどうしても搭載したい機能がも
う1つあったのです。それがフライバック機能でした。ステファンのオリジ
ナルの試作品に搭載されたムーブメントは、実際には左クロノグラフに
フライバック システムが搭載され、その機能がLM シーケンシャル エヴ
ォに組み込まれるはずでした。けれどもこの作品を完成させるのは非常
に複雑で、試作期間は9か月、そのうち4か月はフライバック機能のみに
費やされました。さらには、デザインの見直し6点とそれにともなうすべて
の作業とコンポーネント変更を考えると、実証されていない要素が非常
に多く存在する中でフライバックを備えるウォッチをリリースするのは賢
明ではないばかりか無謀でさえあるとマクドネルは感じました。

しかし構想の段階から温めていた夢を諦めたわけではありません。後か
らすべてを組み込めるよう設計されていたのです。クロノグラフは数種類
の異なるデザインが可能でしたが、フライバックを搭載することができる
のはこれらの構成のうち1つだけ。これによりクロノグラフの設計が抜本
的に変更されました。

垂直クラッチの内部に組み込まれた宝石はシーケンシャル クロノグラ
フ全体の鍵となっています。新しいフライバック システムでも宝石は必
須であり、それなしでは機能しません。このシステムは非常に繊細です。
フライバックによってゼロ復帰がブロックされないよう、すべての摩擦を
最小限に抑えるために多大な労力が費やされました。マクドネルはこれ
を達成するために、フライバック機構に宝石入りの特別なローラーを採
用しました。こうした部品は宝石のサプライヤーから直接調達できない
ため、最初のプロトタイプでは、この画期的なメカニズム（特許取得済み
要素5つのうちの1つ）の概念実証のために、マクドネルは自ら宝石を制
作しました。

システムが長期にわたって十分な堅牢性を保つように、秘密を保持しな
がらテスト期間として2年間が費やされました。そして今、LM シーケン
シャル フライバック プラチナは満を持してスタートを切ろうとしていま
す！
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その機能とは？
LM シーケンシャル フライバック プラチナはLM シーケンシャル エヴ
ォと同じレイアウトで、2つのクロノグラフ表示を備えます。1つ目は9時
位置に秒表示、11時位置に分表示を備え、もう1つは、3時位置に秒表示、1
時位置に分表示を配しています。これらのクロノグラフは、ケースの両側
面にあるスタート／ストップボタンとリセットボタンを使用して、それぞれ
を完全に独立して開始、停止、リセットすることができます。新しいフライバ
ック機能では、リセットボタンを使って、対応するクロノグラフが作動して
いる場合でもフライバック機能を作動させることができます。これらのプッ
シャーは、1つの時計に2つのクロノグラフ機構を搭載することから、4つ
のクロノグラフ・プッシャーを構成しているのが一般的です。

しかし、9時位置には5番目のプッシュボタン「ツインバーター」が配置さ
れています。ステファンが「マジックボタン」と呼ぶこれこそが、LM シー
ケンシャル エヴォの持つ、既存のクロノグラフウォッチを超える性能の
秘密なのです。このプッシュボタンは、両方のクロノグラフ装置を制御し、
各クロノグラフの現在のスタート／ストップステータスを切り替えるバ
イナリスイッチとして機能します。これは、両方のクロノグラフが停止して
いる場合、ツインバーターを押すと両方のクロノグラフが同時にスター
トすることを意味します。両方が作動している場合は、ツインバーターよ
って停止させることができます。また、一方が作動中でもう一方が停止し
ている場合、ツインバーターは作動中の方を停止し、停止している方を
開始します。

実際の応用に関して以下に例を示しましょう。クロノグラフは、これらの
機能によりさまざまなシーンで使用することができます。

1. 個別モード
食事を準備する際には、さまざまな材料をさまざまなタイミングで、異な
る時間をかけて調理します。沸騰したお湯にパスタを入れるときに1つを
スタートし、野菜をオーブンに入れるときにもう1つをスタートする、とい
うように、2つのクロノグラフをそれぞれのプッシュボタンを使って操作
します。このアプリケーションによって、プライベートのあらゆるシーンで
効率アップを図ることができるのです。例えばジムでは、1つのクロノグラ
フをセットしてセッション全体のタイムを計測しながら、2つ目のクロノグ
ラフでマシンごとのタイムやその間のダウンタイムを記録することにより、
ワークアウトのルーチンを最適化できます。この例では、新しいフライバ
ック機能は、リセットボタンを1回押すだけで計測シーケンスを迅速にリ
セットして再スタートすることができます。停止、リセット、再スタートと
いう3つのステップを1度に行うことができるのです。

2. 同時計測モードまたはスプリットセコンドモード
このモードは、2人の競技者が同時に開始するレースなどの場合に使用
できます。ユーザーは、ツインバーターを使用して両方のクロノグラフを
完全に同時に開始でき、各クロノグラフが個別に備えるスタート／スト
ップボタンを押して複数のタイムを簡単に計測できます。事象の持続時
間は、既存の多くのスプリットセコンドクロノグラフの限界である60秒
を超えても問題ありません。このモードでは、新しいフライバック機能を、
すぐに計測を再開したい場合にも使用できます。

3. 積算計測モード
オフィスで1日を通して2つの異なるプロジェクトを往き来しながら作業
する際に、それぞれに費やす時間を知りたい場合などです。1つのタスク
を開始するときに1つのクロノグラフをスタートさせ、次に別のタスクに
シフトするときにツインバーターを使用する（最初のタスクに戻るときは
再び切り替える）ことにより、各タスクに費やした累積時間を簡単に把握
できます。もう1つの使用例として、チェスの試合のタイム計測もありま
す。

4. 連続計測モード（またはラップモード）
タイムを競うスポーツでは、このモードを使用して個別のラップタイムを
測定することができます。競技開始時に1つのクロノグラフをスタートし、
ラップタイム測定時にツインバーターを使用すると、次のラップタイムを
測定するために2番目のクロノグラフが即座に起動し、最初のクロノグ
ラフが停止し、タイムを記録するための十分な時間が確保できます。停
止したクロノグラフはゼロにリセットされ、次のラップでツインバーター
を使用して再スタートできるようになります。LM シーケンシャルは分積
算計を搭載しているため、平均ラップタイムが1分を超えるスポーツイベ
ント（モータースポーツの大部分を含む）で効果的に使用できます。

5. フライバックモード
フライバックは当初、パイロットが航空機の経路の地点間飛行時間を正
確に計測できるよう、1930年代に開発されました。クロノグラフの停止、
リセット、再スタートに時間がかかりすぎてナビゲーションにエラーが発
生し、複数の行程を経る経路ではエラーが蓄積されてさらに間違いが多
くなっていました。フライバック機能があればリセットボタンを1回押すだ
けで、停止、リセット、再スタートを同時に実行できるようになります。新
しいフライバック機能をシーケンシャル キャリバーの他の計測モードと
組み合わせると、さらに多くの機能が生まれます。たとえば、パイロットは
1つのクロノグラフで全体の飛行時間を計測しながら、もう1つのクロノ
グラフでフライバック機能を使用して各区間の時間を正確に計測できま
す。
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このエンジンを駆動するには
LM シーケンシャルには画期的な設計が採用されています。単一のムー
ブメント内に、いずれも同一の脱進機とオシレーターにリンクされた2つ
の独立したクロノグラフを搭載しています。従来のクロノグラフにエネル
ギー損失がともなうことはよく知られています。2つのクロノグラフを1つ
のムーブメントに搭載するとどうなるでしょうか？損失が2倍になり、許
容できないほど性能を引き下げるおそれがあります。1つの時計ですべて
の機能を実現するには、いかなるエネルギー損失も引き起こすことのな
い、抜本的な新しいクロノグラフシステムを発明しなければなりません。

これは、内部に宝石を埋め込んだ革新的な垂直クラッチとそれに付随す
る制御装置を用いてLM シーケンシャルが行っていることにほかなりま
せん。新しいフライバック機構には、宝石を組み込んだローラーも搭載
されています。特許を取得したこれらのソリューションを用いることによ
り、シーケンシャル キャリバーはエネルギー効率と精度の点で従来のク
ロノグラフを超えるものとなっています。

歴史マニアのために
「クロノグラフ」の語源はギリシャ語に由来します。最初の部分は、
「chronology（年表）」や「chronicle（年代記）」などに見られるように「
時間」を意味する「χρό�νός（クロノス）」から来ています。語尾の部分
は「γρᾰ́�́φω（gráphō）」から派生したもので、何らかの記録を作成す
るために「記す」ことを意味します。「phonograph（蓄音機）」が記録さ
れた音を体系的に記述し、「photograph（写真）」が記録された光であ
るのと同様に、「クロノグラフ」は記録された時間を記録します。19世紀
初頭、クロノグラフは競馬と関係が深く、スピーディーなスポーツのタイ
ムを正確に測定する必要に応じて開発されました。こうした初期のクロ
ノグラフは時間を記録するために文字盤上でインクの液滴を使用し、特
定の時間を記録として残していました（少なくとも、次のレースのために
クロノグラフを止め、文字盤がきれいに拭かれるまでは）。

モーターレースの黎明期には、複数のクロノグラフ懐中時計を枠に取り
付けて「複合操作レバー」によってすべての時計を同時に作動させる計
測システムが用いられていました。ただし、いくつかの時計がわずかに異
なるスピードで作動することが多く、このアプローチは根本的に精度に
欠けていました。さらに、こうした厄介な装置を腕に装着することはとて
もできません。

マキシミリアン・ブッサーは2016年、ステファン・マクドネルに相談しま
す。レガシー・マシン パーペチュアル（2015年）の後続モデルの可能性を
打診すると、ステファンは4語で返答しました。「I have an idea（考えが
ある）」。ステファン・マクドネルの頭脳から生まれたアイデアを知る者に
は、それはエキサイティングであると同時に謎めいた回答でした。マック
スとの会話により、ステファンがそれまで熟考していたある一連の考え
が加速しました。その考えとは、現代のクロノグラフの大部分が設計さ
れた機能を適切に実行できていないということ。

手動で操作する機械式クロノグラフで連続する競技を最高の精度で測
定する方法として、操作レバーを組み合わせる案が即座に浮かび上がっ
たのです。同時に作動できる2つの独立したクロノグラフを採用すること
で個別の計測が可能になり、結果を保存して記録するのに十分な時間
が確保できるのです。鍵となるのは、すべての機能を1つの腕時計にまと
める方法を考案することでした。

この時から、さまざまな解決法が見出されました。2つの独立したクロノ
グラフを同一のオシレーターにリンクさせるというアイデアは、中央に配
された宙に浮くようなテン輪を備えるレガシー・マシンのために実際に

制作されたもので、異なるタイマー間のわずかなクロノメーター間の誤
差を排除することができます。

ステファン・マクドネルは、理想的なビジョンを追求し、クロノグラフをさ
らに洗練されたものにしています。振幅調整用のフリクションスプリング
を用いることなくクロノグラフ秒針の悪名高いズレを排除するために、ク
ロノグラフの垂直クラッチをメインギアトレイン内に配するように構成し
直しました。さらに、クロノグラフの内部に宝石を埋め込んだクラッチシ
ャフトを組み込み、クロノグラフの作動時と非作動時の振幅の変化をな
くすことにも成功しました。

理想的なクロノグラフを求めるステファン・マクドネルが加えた至高のタ
ッチは、歴史的なクロノグラフ装置において複合操作レバーが担ってき
た役割をさらに強化した「ツインバーター」のコンセプトです。クロノグラ
フの作動モードを瞬時に切り替える機能により、旧来のこの複雑機構を
現代の日常生活のさまざまな状況で使用できるようになります。これは
機械式時計製造のプログラミングに用いられる論理ゲートであり、レガ
シー・マシン パーペチュアルの核心をなす機械式プロセッサーの開発
者だけが考案し得るものなのです。
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ドリームメーカーとウォッチメーカーの出会い：マックスとステファン
について
MB&Fのストーリーを知る人なら、北アイルランド出身の時計職人ステ
ファン・マクドネルが、マックス・ブッサーの最初の作品を世に送り出した
主要人物の1人に数えられることをご存知でしょう。彼は、オロロジカル
マシンN°1となる最初のいくつかのムーブメントを組み立てた、数少ない
時計職人の1人です。

10年後、ステファン・マクドネルはMB&Fの世界に再び参入し、レガシ
ー・マシン パーペチュアルを開発。これは、伝統的で名高い、高度な複雑
機構の1つであるパーペチュアルカレンダーに対する画期的なアプロー
チです。彼の時計製造の哲学は、マックスの哲学と補完し合うもの。宇宙
時代のファンタジーを手首に装着して現実に変えるマックスの哲学に対
し、既成概念にとらわれないアプローチを実用的な時計にまで高めるア
プローチなのです。

彼らは2人とも、多くの人が気付かなかった疑問に巧妙に答えるコツを
知っています。LM シーケンシャル ツインバーターを人にも使用できる
なら、そのパラレルな世界では、マックスとステファンがタグを組んでさ
らに時計製造の常識を覆すことでしょう。

MB&Fは創業20年に近づいています。ブランドの実現に尽力した人が、
時計の正当性をさらに次の新しいレベルへと導くのにふさわしい時期で
す。LM シーケンシャルは単なる計測記録装置ではありません。マキシミ
リアン・ブッサーと、彼が生み出したブランド、そしてそこに最初からいた
時計職人との間に生まれた歴史を記録するのです。

Legacy Machine Sequential Flyback

www.mbandf.com
http://www.mbandf.com
mailto:cy%40mbandf.com?subject=
mailto:cy%40mbandf.com?subject=
mailto:arl%40mbandf.com?subject=
mailto:arl%40mbandf.com?subject=
https://www.mbandf.com/en/press/legacy-machines/lm-sequential-flyback


詳細についてはこちらまでお問い合わせください
シャリス・ヤディガログル
cy@mbandf.com 
アルノー・レジュレ　
arl@mbandf.com
MB&F SA, Route de Drize 2, 
CH-1227 Carouge, Switzerland
電話番号：+41 22 508 10 38

www.mbandf.com

LM Sequential Flyback
技術仕様
レガシー・マシン シーケンシャル フライバック、スカイブルーの文字盤を備えた33本限定のプラチナ エディションで
登場。

エンジン
ステファン・マクドネルがMB&Fのために開発した完全一体型のデュアルクロノグラフ フライバックシステム。複数の計
測モードを可能にするツインバータースイッチを備えています。
2つのメインスプリングバレルを搭載した手巻き式。
72時間（3日間）パワーリザーブ。
12時位置に調整ネジを備えたフライングテンプ、ブレゲオーバーコイル。
最高級の手仕上げ。職人技を強調する面取り加工を施した内部の縁。研磨した面取り部。コート・ド・ジュネーブ装飾。手
作業によるエングレービング。ダークカラーに仕上げたブリッジ（NAC加工）。
ホワイトラッカー仕上げの傾斜した文字盤。
振動数：3 Hz（毎時21,600振動）
部品数：619
石数：63

機能
6時位置の時刻表示（時、分）。
左側クロノグラフ：9時位置に秒表示、11時位置に分表示。10時位置にスタート／ストッププッシュボタン、8時位置にリ
セット／フライバックプッシュボタン
右側クロノグラフ：3時位置に秒表示、1時位置に分表示。2時位置にスタート／ストッププッシュボタン、4時位置にリセ
ット／フライバックプッシュボタン
9時位置にツインバータープッシュボタン：両方のクロノグラフの現在のスタート／ストップステータスを反転させるバイ
ナリスイッチ。
どちらのクロノグラフもフライバックを備えています。
ムーブメントの後ろにパワーリザーブ表示。

ケース
素材：ジルコニウム
サイズ：直径44 mm x 厚さ 18.2 mm
部品数：88
防水性能：30m / 3ATM / 90フィート
ねじ込み式リューズ。
表面と裏面のサファイアクリスタルはともに両面反射防止加工済み。

ストラップ&バックル
アリゲーターストラップ、ホワイトゴールド製フォールディングバックル付き
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詳細についてはこちらまでお問い合わせください
シャリス・ヤディガログル
cy@mbandf.com 
アルノー・レジュレ　
arl@mbandf.com
MB&F SA, Route de Drize 2, 
CH-1227 Carouge, Switzerland
電話番号：+41 22 508 10 38

LM シーケンシャル フライバックの「フレンド」たち
コンセプト： マキシミリアン・ブッサー（MB&F）
製品設計：エリック・ジルー
技術・製造管理：セルジュ・クリクノフ（MB&F）
ムーブメントデザインと仕上げ仕様：ステファン・マクドネル、MB&F
ムーブメント開発：ステファン・マクドネル（MB&F）
研究開発：ピエール＝アレクサンドル・ガメ、ロバン・コトレル（MB&F）
メソッドとラボ：マエル・メンデル、アンソニー・ミュニエ、ヤニック・ジュルヌ（MB&F）

ホイール、ブリッジ、ピニオンおよび軸：ジャン＝フランソワ・モジョン（Chronode）、ポール＝アンドレ・タンドン（Bandi）、ダニエル・ギュミ（Decobar 
Swiss）、ロドリグ・ボーム（Horlofab）、バンジャマン・シニュード（AMECAP）、マルク・ボリス（2B8）、Le Temps Retrouvé、D-Cojoux、Roud’Hor SA
テンプ：セバスチャン・ジャヌレ（Atokalpa）
ゼンマイ、ジャンパー：アラン・ぺレ（Elefil Swiss）
香箱：ステファン・シュワブ（Schwab-Feller）
ルビー：Pierhor（Crelier）
ムーブメント手彫り：Glypto
フィックスリング：Laser Automation
ムーブメント部品手仕上げ：ジャック＝アドリアン・ロシャ＆デニス･ガルシア（C.-L. Rochat）、フローラン・ボリス（DSMI Electronics SA）、CV 
Décor、MBG Watch Décor、ステファン・グレコ（Rhodior SA）
PVD/CVD処理：ピエール＝アルベール・ステインマン（Positive Coating） 
ムーブメント組み立て：ディディエ・デュマ、ジョルジュ・ヴェイジー、アン・ギテ、エマニュエル・メートル、アンリ・ポルトブフ、マチュー・ルクルトル、アマ
ンディーヌ・バスクル、ロイック・ロベール＝ニク（MB&F）
ケースとムーブメント部品：アラン・ルマルシャン、ジャン＝バティスト・プレト、ヨアン・ジョイアール、ステファン・カヴァロ、アルセーヌ・フトヌ（MB&F）
アフター・サービス：トニー・マレノ（MB&F）
品質管理：シリル・ファレ、ジェニファー・ロングペ（MB&F）
ケース装飾：Termin’Hor
文字盤と文字盤上のスーパールミノバ：Billight SA
バックル：G&F Châtelain 
リューズとコレクター：Boninchi
針：Waeber HMS
サファイアクリスタル：Novocristal
サファイアクリスタルの反射防止加工：アントニー・シュワブ（Econorm）
ストラップ：ジャン・ルソー
化粧箱：オリヴィエ・ベルトン（Soixanteetonze）
ロジスティックスおよびプロダクション：アシュレイ・ムシエ、ティボー・ジョアナール、ダビッド・ガヴォット、ジャン＝リュック・リュエル、キャロリーヌ・
ウヴラール、マリリン・レヴェック、エミリー・ブリュニエ（MB&F）

マーケティングおよび広報：シャリス・ヤディガログルー、ヴァネッサ・アンドレ、アルノー・レジュレ、ポール・ゲ、タルヤ・ラキン（MB&F）
グラフィック・デザイン：シドニー・ベイ（MB&F）
M.A.D.ギャラリー：エルヴェ・エスティエンヌ＆マルゴー・ディオニジオ＝セラ（MB&F）
セールス：ティボー・ヴェルドンク、ヴィルジニー・マルション、セドリック・ルーセル、ジャン＝マルク・ボリー、オーギュスタン・シヴォ、マティス・ブラン

（MB&F）
テキスト：ソフィー・フュルレ（Worldtempus）
製品撮影：ロラン＝グザヴィエ・ムラン、ブレーズ・グロゼル、エリック・ロシエ
フィルム：マルク＝アンドレ・デシュー（MAD LUX）
ポートレート撮影：エリック・ロシエ（MB&F）
ウェブマスター：ステファン・バレ（Idéative）
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MB&F – コンセプトラボの誕生
2005年に設立されたMB&Fは、世界初の時計製作専門コンセプトラ
ボとして傑出した創造性を誇ります。ブランドはこれまでに約20種類
の秀逸なキャリバーを開発し、それらをベースにして製作されたオロ
ロジカル・マシンとレガシー・マシンは高い評価を得てきました。そして
現在も、創業者でありクリエイティブディレクターでもあるマキシミリ
アン・ブッサーのビジョンに基づき、従来の時計作りの殻を破ってキネ
ティックアートを思わせる立体感豊かな作品を生み出し続けています。

マキシミリアン・ブッサーは15年間にわたり高級腕時計ブランドをマ
ネージング。2005年ハリー・ウィンストンのマネージングディレクター
の職を辞し、MB&F（マキシミリアン・ブッサー＆フレンズ）を創立し
ました。MB&Fは、ブッサーが尊敬し、働く喜びを分かち合うことの
できる才能あるオロロジカル職人を集め、先鋭的なコンセプト・ウォ
ッチのデザインと小規模生産を行う芸術的なマイクロエンジニアリ
ング・ラボです。

2007年、MB&Fは初のオロロジカルマシーンであるHM1を世に送り
出しました。HM1の彫刻の様な立体的なケースと美しく仕上げたエン
ジン（ムーブメント）は、その後のブランド特有のオロロジカルマシーン
の基準となりました。全てのマシーンは時を告げるためというより、時
を語るマシーンなのです。こうして製作されたオロロジカルマシンでは、
宇宙（HM2、HM3、HM6）や大空（HM4、HM9）、道（HM5
、HMX、HM8）、動物王国（HM7、HM10）を探索するマシンがイメ
ージされています。

2011年には、MB&Fはラウンドケースのレガシーマシン・コレクション
を発表。これらはMB&Fにとってよりクラシカルなものです。現代的な
芸術品を創作するために往年の偉大な時計製造革新者とは異なる視
点で複雑機構を解釈し、19世紀の腕時計製造の卓越性への敬意を払
っています。一部のレガシー・マシンは、コレクターのアクティブなライ
フスタイルに対応する防水性と耐衝撃性を高めたエヴォ エディション
もあります。MB&Fは現代的で型破りなオロロジカルマシーンと、歴史
からインスパイアしたレガシーマシンを交互に発表しています。

MB&Fの「F」が「フレンズ」（Friends）を表していることから分かるよう
に、優れたアーティストや時計職人、デザイナー、様々な分野の製造業
者をブランドにとっての「友人たち」と考え、協力関係を築くことはごく
自然な成り行きでした。

そうした姿勢がブランドにもたらしたのが、パフォーマンスアートとコ
ラボレーション作品という新たな2つのジャンルでした。パフォーマン
スアート・モデルは、創造性豊かな社外のフレンドがMB&Fのマシンを
ベースにしてアレンジを加え、新たな形で表現した作品。一方のコラボ
レーション作品は、腕時計ではなく別のタイプのマシンで、MB&Fのア
イデアとデザインに基づいて独創的なスイスのマニュファクチュール
が設計、製造を行います。レペ1839と共同で製作されたクロックなど、
コラボレーション作品の多くは時間を知らせるマシンとなり、リュージ
ュやカランダッシュとのコラボレーションでは別の種類のメカニカル・
アートが創作されました。
 

ブッサーは、こうして誕生したあらゆるマシンにその魅力を発揮できる
舞台を与えるため、従来型のブティックに陳列するのではなく、他のア
ーティストによる多彩なメカニカル・アートとともにアートギャラリーに
展示することを思いつきました。このアイデアにより、ジュネーブに最初
のMB&F M.A.D.ギャラリーが設立され（「M.A.D.」はMechanical 
Art Devices：メカニカル・アート・デバイスの略）、その後ドバイの
M.A.D.ギャラリー、そしてシンガポール、台北、パリ、ビバリーヒルズな
ど、よりコンパクトなアーティストのセレクションを展示するMB&Fラ
ボが加わることになりました。

MB&Fがこれまでに成し遂げた革新的な成果に対しては、いくつもの
権威ある賞が与えられてきました。いくつか例を挙げると、名高い「ジ
ュネーブ時計グランプリ」においては9つもグランプリを獲得していま
す。2022年、LMシーケンシャル エヴォが「エギーユ・ドール（金の針
賞）」を受賞、またM.A.D.1 REDは「チャレンジウォッチ」賞を受賞しま
した。2021年、MB&Fは2つの賞を受賞。1つはLMXがベストメンズコ
ンプリケーション賞を、もう1つはLM スプリットエスケープメント エデ
ィ・ジャケ「Around The World in Eighty Days」がアーティスティッ
ク・クラフト部門で受賞しました。2019年にはLM フライングTが「ベ
ストレディースコンプリケーション賞」を獲得。2016年にはレガシー・
マシン・パーペチュアルが「ベストカレンダー ウォッチ賞」を受
賞。2012年にはレガシー・マシン No.1が「パブリック賞（時計ファン
による投票）」と「最優秀メンズウォッチ賞（プロの審査員による投票）
」をダブル受賞。また2010年の同グランプリでは、HM4サンダーボ
ルトで「最優秀コンセプト＆デザインウォッチ賞」を受賞。さらに2015
年には、HM6スペースパイレートが国際的な「レッドドット・デザイン
賞」において最優秀賞である「レッドドット：ベスト・オブ・ザ・ベスト
賞」を受賞しています。
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Follow us on social media @mbandf WECHAT

The machine 
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